
『
自
然
と
人
生
』

ー
構
成
の
意
図
—

一
、
発
表

徳
冨
薩
花
の
代
表
作
で
あ
り
、
出
世
作
と
な
っ
た
「
自
然
と
人
生
j

は
、
「
不
如
帰
」
と
同
じ
明
治
三
三
年
八
月
に
民
友
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。「

自
然
と
人
生
」
は
巻
頭
に
小
説
「
灰
儘
」
を
置
き
、
そ
の
後
に

随
想
集
の
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
「
写
生
帳
」
「
湘
南
雑
筆
」
を

並
べ
、
最
後
に
評
論
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
を
置
く
五
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

す
で
に
「
国
民
新
聞
」
な
ど
に
発
表
し
た
も
の
も
か
な
り
含
ま
れ
て

注
①

い
る
。
各
章
の
詳
細
は
す
で
に
拙
稿
で
論
じ
て
き
た
。
今
回
は
董
花

が
、
五
章
を
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
一
冊
の
書
に
ま
と
め
た
の

か
、
全
体
の
構
成
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
「
自
然
と
人
生
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
彼
の
記

述
を
も
と
に
し
な
が
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

二
、
「
自
然
と
人
生
』
成
立
事
情

明
治
二
二
年
、
薩
花
ニ
―
歳
の
時
、
熊
本
か
ら
上
京
、
兄
の
設
立

し
た
民
友
社
に
入
社
し
た
。
記
者
と
し
て
「
国
民
之
友
」
「
国
民
新
聞
」

に
発
表
す
る
翻
訳
、
翻
案
、
評
論
な
ど
の
文
章
を
書
い
て
い
た
。

二
六
年
―
一
月
上
州
に
旅
行
し
た
。
こ
の
時
見
た
自
然
を
文
章
に

し
、
「
碓
氷
の
紅
葉
」
「
妙
義
山
」
と
題
し
て
「
国
民
新
聞
」
に
発
表

注
②

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
自
然
探
訪
の
旅
行
が
多
く
な
り
、
自
然
を
ス
ケ
ッ

チ
し
た
。

二
七
年
五
月
五
日
、
原
田
愛
子
と
結
婚
。
九
月
、
薩
花
は
妻
に
、
「
美

な
る
日
本
」
が
自
分
の
書
き
た
い
と
思
う
―
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
兄

の
発
案
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
写
真
帖
」
と
い
う
も
の
も
書

き
た
い
。
「
写
真
帖
」
は
自
分
が
思
い
つ
い
た
も
の
で
「
わ
が
眼
に
見
、

注
③

心
に
と
め
た
人
と
物
と
の
描
写
」
で
あ
る
と
語
っ
た
（
「
冨
士
」
第

一
巻
第
九
章
〈
二
〉
）
。
こ
の
頃
か
ら
「
自
然
と
人
生
」
の
よ
う
な
も

の
を
書
き
た
い
と
い
う
構
想
が
強
ま
っ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

注
④

ニ
八
年
夏
、
志
賀
重
昂
〈
矧
川
〉
の
「
日
本
風
景
論
』
を
読
み
、
「
何

時
か
は
書
か
う
と
思
ふ
た
「
美
な
る
日
本
」
が
、
先
鞭
を
他
に
着
け

ら
れ
た
。
然
し
彼
に
日
本
風
景
論
者
程
の
科
学
の
素
養
は
な
く
も
、

日
本
風
景
の
真
美
を
味
得
し
発
揮
す
る
に
於
て
、
日
本
風
景
論
は
唯

陳
呉
に
過
ぎ
ぬ
と
思
ふ
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
」
（
「
冨
士
」
第
一
巻
第

二
十
章
〈
二
〉
）
と
記
し
て
い
る
。
志
賀
に
先
は
越
さ
れ
た
が
、
自

布

川

純

子
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分
の
考
え
て
い
る
「
美
な
る
日
本
」
は
『
日
本
風
景
論
』
と
は
趣
き

が
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。

二
九
年
冬
、
逗
子
で
国
木
田
独
歩
が
富
士
の
朝
景
色
の
美
を
称
へ

た
。
「
日
光
が
富
士
の
一
角
に
初
め
て
触
る
、
刹
那
の
美
」
を
語
っ

た
。
「
チ
ョ
、
チ
ョ
ッ
ト
か
、
る
時
で
す
」
と
独
歩
は
「
悦
惚
と
し

た
眼
ざ
し
」
（
「
冨
士
』
第
一
巻
第
二
十
二
章
（
其
一
）
〈
一
〉
）
で
語
っ

た
と
い
う
。
同
じ
民
友
社
で
働
く
国
木
田
独
歩
が
指
摘
し
た
「
日
光

が
富
士
の
一
角
に
初
め
て
触
る
A

刹
那
の
美
」
に
示
唆
を
受
け
て
、

薩
花
が
書
い
た
の
が
「
こ
の
頃
の
富
士
の
曙
」
（
明
治
三
一
年
一
月

二
五
日
「
国
民
新
聞
」
）
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
「
自
然
に
対
す
る

五
分
時
」
の
冒
頭
を
飾
っ
た
。
四
月
―
二
日
「
国
民
新
聞
」
に
「
百

物
語
（
六
）
哀
音
」
を
掲
載
。
「
哀
音
」
は
人
生
の
全
体
を
通
し
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
哀
し
み
を
描
い
て
お
り
、
こ
れ
に
加
筆
し
た
も

の
を
「
写
生
帳
」
冒
頭
に
「
哀
音
」
と
し
て
置
い
た
。

三
0
年
九
月
一

0
日
「
無
声
詩
人
《
画
家
コ
ロ
オ
》
」
を
「
国
民
之
友
』

注
⑥

雑
録
欄
に
掲
載
。
そ
の
後
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
と
改
題
加
筆
の
上
、

「
自
然
と
人
生
』
巻
末
に
置
い
た
。

三
一
年
夏
、
「
不
如
帰
』
執
筆
の
き
っ
か
け
と
な
る
話
を
聞
く
。
「
夏

注
⑦

の
盛
り
で
宿
が
満
杯
の
た
め
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
子
連
れ
の
婦
人

に
一
間
用
立
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
薩
花
夫
妻
と
親
し
く
な
っ
た
そ

の
婦
人
が
、
愛
子
夫
人
と
の
雑
談
の
中
で
あ
る
話
を
語
っ
た
。
そ
れ

は
新
婚
ま
も
な
く
肺
病
に
な
っ
た
た
め
婚
家
か
ら
離
縁
さ
れ
て
し

ま
っ
た
、

若
い
婦
人
の
悲
話
だ
っ
た
。
若
い
婦
人
は
死
に
際
に
『
も

う
二
度
と
女
に
な
ん
か
生
ま
れ
は
し
な
い
』
と
言
い
残
し
た
。
傍
ら

で
聞
く
と
も
な
し
に
聞
い
て
い
た
蘊
花
は
「
自
分
の
脊
髄
を
あ
る
も

い
な
づ
ま

の
が
雷
の
ご
と
く
走
っ
た
」
。
同
様
の
内
容
を
『
不
如
帰
』
第
百
版

の
巻
首
（
岩
波
文
庫
巻
首
）
や
『
富
士
』
（
第
二
巻
第
十
一
章
〈
二
〉
）

に
記
し
て
い
る
。

三
一
年
―
一
月
二
九
日
か
ら
三
二
年
五
月
二
四
日
ま
で
、
「
不
如

帰
」
を
「
国
民
新
聞
」
に
連
載
し
評
判
と
な
る
。

三
二
年
一
月
一
日
「
元
旦
」
を
書
き
、
後
に
「
湘
南
雑
筆
」
冒
頭

に
置
い
た
。
「
湘
南
雑
筆
」
は
三
二
年
一
年
間
の
逗
子
に
お
け
る
自

然
を
描
い
た
（
各
編
文
末
に
期
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
）
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

三
二
年
―
二
月
「
灰
儘
」
の
執
筆
を
始
め
る
。
「
師
走
に
入
っ
て
、
「
不

如
帰
』
の
校
正
が
ぽ
つ
／
＼
＇
郵
便
で
来
た
。
（
略
）
校
正
の
傍
、
熊
次
（
薩

花
）
は
新
年
の
新
聞
に
の
せ
る
短
扁
の
小
説
を
書
い
た
。
題
は
「
灰
儘
』

で
あ
っ
た
。
（
略
）
「
灰
儘
』
の
原
稿
を
社
に
送
る
と
、
や
が
て
『
不

如
帰
』
の
校
正
も
終
へ
た
。
而
し
て
明
治
三
十
二
年
は
静
か
に
相
模

の
海
辺
に
暮
れ
た
」
（
『
冨
士
』
第
二
巻
第
十
六
章
〈
二
〉
）
。
後
に
こ

の
作
品
が
「
自
然
と
人
生
』
の
巻
頭
を
飾
っ
た
。

注
⑧

三
三
年
一
月
一
五
日
、
新
聞
連
載
の
文
章
を
大
幅
に
改
訂
し
て
『
不

如
帰
』
を
民
友
社
か
ら
刊
行
し
た
。

三
三
年
八
月
一
八
日
、
『
自
然
と
人
生
』
を
民
友
社
よ
り
刊
行
し
た
。
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三
、
内
容

そ
れ
で
は
、
次
に
五
つ
の
章
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
を
簡
単
に
紹

介
す
る
。

①

r
灰
燻
』

私
利
私
欲
か
ら
、
愛
す
る
家
族
で
さ
え
も
犠
牲
に
し
て
家
を
守
る

冷
酷
な
人
間
が
、
最
後
に
は
家
ま
で
灰
儘
と
な
る
こ
と
で
天
の
裁
可

が
下
さ
れ
た
と
い
う
短
編
小
説
で
あ
る
。

執
筆
動
機
に
も
な
っ
た
素
材
に
つ
い
て
『
冨
士
』
で
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
「
熊
本
の
東
南
郊
外
二
里
に
一
の
小
村
が
あ
る
。
高

原
を
後
に
、
田
圃
を
前
に
、
藻
の
多
い
川
を
帯
び
た
静
か
な
村
で
あ

せ

い

ち

る
。
沼
山
先
生
（
横
井
小
楠
）
晩
年
の
棲
遅
も
其
所
で
あ
っ
た
。
明

治
十
年
の
西
郷
戦
争
の
初
期
に
、
熊
本
城
の
天
主
に
火
が
か
、
る
を

見
つ
、
十
歳
の
熊
次
（
蔵
花
）
が
母
や
姉
達
と
兵
乱
を
避
け
た
も
其

か
つ

村
で
あ
っ
た
。
草
鮭
脚
絆
に
長
刀
、
鉄
砲
担
い
で
西
郷
軍
に
加
担
の

あ

さ

ぎ

郷
士
の
子
弟
の
一
群
が
出
か
け
て
行
く
中
か
ら
浅
葱
木
綿
の
装
束
し

こ
は
f
]

は

た
一
人
が
避
難
の
宿
の
主
に
告
別
に
立
寄
る
を
、
二
階
か
ら
恐
々
熊

次
が
眺
め
て
居
た
も
の
だ
。
此
村
の

Y
と
い
ふ
士
族
の
家
の
次
男
が

所
謂
賊
軍
に
加
は
つ
て
、
後
で
ひ
そ
か
に
逃
げ
帰
っ
た
。
わ
が
家
に

乱
臣
を
出
し
て
は
済
ま
ぬ
と
彼
は
腹
を
切
ら
さ
れ
た
。
彼
は
母
に
鎚

っ
た
。
然
し
母
も
父
兄
に
異
を
云
へ
な
か
っ
た
。
「
阿
母
、
あ
な
た

も
！
」
を
最
後
の
一
語
に
、
彼
は
腹
を
切
っ
て
了
ふ
た
。
熊
次
は
何

時
此
話
を
聞
い
た
か
、
は
つ
き
り
記
憶
せ
ぬ
。
然
し
「
Brutus,&};

も
？
」
と
シ
イ
ザ
ア
の
一
語
に
ま
し
て
、
不
幸
な
子
の
一
言
は
熊
次

え
ぐ

の
腸
を
剤
つ
た
。
頭
に
く
つ
A

い
て
は
な
れ
な
か
っ
た
。
一
度
は
書

か
ね
ば
気
が
済
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
の
機
会
に
書
い
た
。
熊
次

は
Y
家
の
事
に
つ
い
て
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
其
家
も
、
其

家
の
人
も
見
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
切
腹
の
事
実
と
、
最
後
の
一
言
を

基
礎
に
、
舞
台
を
未
だ
知
ら
ぬ
豊
後
の
中
津
に
移
し
て
、
全
く
の
小

説
を
結
構
し
た
。
中
風
の
父
も
、
弱
い
母
の
発
狂
も
、
愚
か
な
長
兄
も
、

剛
気
の
仲
兄
も
、
縦
れ
て
死
ぬ
る
主
人
公
の
恋
人
も
、
乃
至
す
べ
て

を
「
灰
儘
」
に
し
て
し
ま
ふ
其
家
の
火
事
も
、
す
べ
て
空
想
の
産
物

で
あ
っ
た
」
（
『
富
士
』
第
二
巻
第
十
六
章
〈
二
〉
）
。

注
⑨

中
野
好
夫
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

Y
家
と
は
沼
山
津
村
の
郷
士
弥

富
家
の
こ
と
で
、
西
郷
軍
に
加
わ
っ
た
次
男
直
次
郎
二
七
歳
が
、
私

怨
か
ら
上
官
を
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
次
男
は
家
に
戻
っ
た

が
、
不
始
末
を
起
こ
し
た
息
子
に
対
し
家
族
が
切
腹
を
迫
り
、
次
男

は
自
害
し
た
と
い
う
事
件
が
実
際
に
あ
っ
た
そ
う
だ
。

蔵
花
は
こ
の
話
を
当
時
沼
山
津
東
の
広
安
村
安
永
に
住
ん
で
い
た

注
⑩

実
姉
山
川
常
子
か
ら
恐
ら
く
聞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
を
な
ぜ
二

0
年
近
く
経
過
し
て
か
ら
小
説
に
し
よ
う
と
し

た
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
灰
儘
」
執
筆
と
『
不
如
帰
』
の
加
筆
が

平
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
不
如
帰
』
は
「
も
う
二
度
と
女
に
な
ん
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
」
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と
い
っ
て
死
ん
で
い
く
浪
子
の
人
生
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
灰

儘
」
で
は
お
家
大
事
で
家
族
か
ら
切
腹
を
迫
ら
れ
た
時
、
「
阿
母
、

あ
な
た
も
1
・
」
の
言
葉
を
残
し
て
自
害
す
る
三
男
茂
の
人
生
が
描
か

れ
て
い
る
。
共
に
家
を
守
る
と
い
う
大
義
名
分
の
前
に
犠
牲
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
家
の
犠
牲
に
な
る
浪
子
を
書
い
て
い
る
時
、
も
っ
と

過
酷
な
形
で
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
た
青
年
の
話
が
改
め
て
薩
花
の

脳
裏
に
蘇
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
茂
を
死
に
追
い
や
っ
た
も
の
は
何
か
。
―
つ
に
は
次
男
猛

の
私
利
私
欲
で
あ
る
。
両
親
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
弟
に
嫉
妬
し
、

弟
の
恋
人
に
横
恋
慕
し
、
猛
は
弟
の
こ
と
を
邪
魔
に
思
っ
て
い
た
。

弟
が
逃
げ
帰
っ
て
来
た
と
き
、
家
名
を
守
る
た
め
致
し
方
な
い
と
、

猛
は
大
義
名
分
を
も
っ
て
両
親
を
説
得
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
実

は
自
分
の
利
己
の
た
め
で
あ
っ
た
。
二
つ
に
は
、
茂
の
命
を
助
け
る

よ
り
、
罪
人
を
出
し
た
こ
と
で
自
分
も
巡
査
に
連
れ
て
行
か
れ
る
こ

と
を
恐
れ
、
息
子
に
犠
牲
を
迫
っ
た
親
た
ち
の
保
身
で
あ
る
。
三
つ

に
は
家
名
を
守
る
こ
と
が
命
よ
り
大
事
で
あ
る
と
い
う
大
義
名
分
が

通
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
息
子
の
命
ま
で
も
犠
牲
に
し
て
守
っ
た
家
名
は
、
世
間

か
ら
は
「
金
満
家
は
嫌
な
者
、
子
が
も
ど
つ
て
も
庇
ふ
道
は
知
ら
ず
、

腹
切
ら
せ
て
自
分
ば
か
り
安
閑
と
し
て
居
る
」
と
批
難
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
冷
酷
な
行
動
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
通

用
し
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
父
は
病
に
倒
れ
、
母
は
精
神
に
異
常
を
き

た
し
て
し
ま
っ
た
。
薩
花
は
こ
う
し
た
人
間
を
抑
圧
し
破
壊
す
る
物

欲
や
財
産
欲
、
保
身
、
家
制
度
と
い
っ
た
も
の
を
批
判
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
醜
い
世
界
と
反
対
に
、
恋
人
菊
は
清
ら
か
で
潔

い
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
猛
の
求
婚
に
も
応
じ
ず
、
茂
と
結
ば

れ
る
こ
と
を
一
纏
の
望
み
と
し
て
い
た
が
、
茂
が
亡
く
な
っ
た
後
、

茂
を
追
っ
て
自
害
す
る
。
ま
た
、
茂
の
財
産
に
見
向
き
も
し
な
い
無

欲
さ
、
自
由
民
権
を
尊
ぶ
一
途
さ
な
ど
も
肯
定
的
に
描
い
て
い
る
。

最
後
の
「
空
想
の
産
物
」
で
あ
る
火
事
の
場
面
は
、
母
の
過
失
で

起
き
た
。
茂
の
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
猛
が
望
ん
だ
財
産
は
全
て
無

に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
間
の
非
情
さ
を
否
定
し
、
罰
と

す
る
意
図
を
も
っ
て
語
り
手
が
設
定
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
不
自
然
な

ほ
し
い
ま
ま

も
の
が
す
べ
て
灰
に
な
っ
た
後
に
は
、
「
八
重
葎
恣
に
生
ひ
茂
り
て
、

昼
も
虫
の
音
滋
く
、
燃
え
ざ
し
の
老
楠
の
株
の
み
今
も
其
の
ま
、
に

残
れ
り
。
」
（
下
の
四
）
と
、
自
然
を
描
写
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
人
間
の
世
界
が
い
か
に
醜
悪
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
然
は
変
わ

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

②

r
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」

二
九
編
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
描
写
が
描
か
れ
た
随
想
集
で
、
自
然

の
中
に
人
生
の
指
針
や
神
の
存
在
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

人
生
の
指
針
と
い
う
こ
と
で
は
、
例
え
ば
「
朝
霜
」
で
は
「
余
は

霜
を
愛
す
。
其
の
凜
と
し
て
潔
き
が
為
に
、
其
牢
晴
を
報
ず
る
が
為

に
」
と
あ
り
、
凜
と
し
た
潔
い
生
き
方
へ
の
賞
賛
が
見
ら
れ
る
。
「
栗
」

-21-



で
は
「
栗
は
野
人
な
り
。
木
膚
も
葉
も
が
さ
が
さ
と
し
て
如
何
に
も

木
訥
に
、
如
何
に
巧
言
令
色
を
嫌
へ
ば
と
て
、
毬
の
逆
茂
木
、
厚
皮

の
鎧
、
猶
其
上
に
渋
染
の
鎧
下
ま
で
つ
け
て
、
奥
深
く
甘
き
心
を
秘

す
る
は
余
り
な
ら
ず
や
。
然
も
余
は
栗
を
愛
す
る
な
り
」
と
し
て
、

真
実
や
優
し
さ
を
含
み
な
が
ら
表
面
は
木
訥
で
虚
栄
の
な
い
人
生
を

礼
賛
し
て
い
る
。

自
然
の
背
後
に
神
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
で
は
、
例
え
ば
「
相
模

灘
の
落
日
」
で
は
「
其
る
凪
の
夕
に
、
落
日
を
見
る
身
は
、
恰
も
大

聖
の
臨
終
に
侍
す
る
の
感
あ
り
。
荘
厳
の
極
、
平
和
の
至
、
凡
夫
も

霊
光
に
包
ま
れ
て
、
肉
融
け
、
霊
独
り
端
然
と
し
て
永
遠
の
浜
に
仔

む
を
覚
ゆ
。
」
と
あ
り
、
太
陽
の
落
日
を
一
人
の
偉
大
な
聖
人
の
臨

終
の
姿
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
「
大
海
の
出
日
」
で
太
陽
が
昇
る
様

子
を
「
海
神
が
手
も
て
捧
ぐ
る
ま
、
に
」
と
表
現
し
た
。
こ
こ
に
も

背
後
の
神
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

冒
頭
の
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
で
は
刻
々
と
変
化
す
る
自
然

を
色
彩
で
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
評
判
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
「
こ
の

頃
の
富
士
の
曙
」
で
は
、
富
士
山
が
今
ま
さ
に
夜
の
眠
り
か
ら
目
覚

め
る
様
子
を
「
唯
一
抹
、
薔
薇
色
の
光
あ
り
。
富
士
の
頂
を
距
る
弓

杖
許
り
に
し
て
、
横
に
棚
引
く
。
寒
を
忍
び
て
、
暫
く
立
ち
て
見
よ
。

諸
君
は
其
薔
薇
色
の
光
の
、
一
秒
一
秒
富
士
の
頂
に
向
つ
て
這
ひ
下

る
を
認
む
可
し
。
丈
、
五
尺
、
三
尺
、
尺
、
而
し
て
寸
。
富
士
は
今

眠
よ
り
醒
め
ん
と
す
る
な
り
。
今
醒
め
ぬ
。
見
よ
、
嶺
の
東
の
一
角
、

薔
薇
色
に
な
り
し
を
。
請
ふ
瞬
か
ず
し
て
見
よ
。
今
富
士
の
頂
に
か
、

り
し
紅
霞
は
、
見
る
が
内
に
富
士
の
暁
、
闇
を
追
ひ
下
し
行
く
な
り
。

一
分
、

1

二
分
‘
|
|
肩
ー
ー
胸
、
見
よ
、
天
辺
に
立
つ
珊
瑚
の

富
士
を
。
桃
色
に
匂
ふ
雪
の
膚
、
山
は
透
き
徹
ら
む
と
す
る
な
り
」

と
い
う
調
子
で
描
写
し
て
い
っ
た
。

③

r
写
生
帖
．
』

―
一
編
の
小
品
集
。
自
然
中
心
の
文
章
は
三
編
で
、
残
り
八
編
は

人
物
を
主
眼
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
小
説
の
習
作
的
な
も
の

も
あ
る
。

『
不
如
帰
』

人
物
を
主
眼
と
し
た
も
の
は
、
社
会
の
底
辺
に
い
る
よ
う
な
貧
乏

な
人
た
ち
ゃ
、
男
中
心
の
世
の
中
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
女
性
や
子
供

に
、
焦
点
を
あ
て
て
い
る
所
が
目
立
つ
。
例
え
ば
「
可
憐
児
」
で
は

子
爵
の
夫
に
虐
げ
ら
れ
自
殺
す
る
妻
と
遺
児
の
姿
を
描
い
た
。
「
海

運
橋
」
で
は
夫
の
家
出
、
家
賃
の
滞
納
で
家
を
追
い
出
さ
れ
、
立
派

な
銀
行
を
背
に
橋
の
上
で
途
方
に
く
れ
る
母
と
子
供
の
姿
を
描
い

た
。
「
国
家
と
個
人
」
で
は
戦
争
に
勝
っ
て
も
貧
乏
な
者
に
は
関
係

な
い
と
抗
議
す
る
立
ち
ん
坊
の
姿
を
描
い
た
。
こ
う
し
た
弱
者
へ
の

同

情

、

権

力

者

へ

の

反

発

批

判

は

、

後

の

や

『

黒

潮

』

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

④

r
湘
南
雑
筆
」
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逗
子
の
一
年
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
、
歳
時
記
風
に
構
成
し
た

四
七
編
か
ら
な
る
随
想
集
。
自
然
と
人
生
を
融
合
的
に
捉
え
て
い
る
。

自
然
描
写
は
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
と
同
様
、
変
化
す
る
自

然
を
色
彩
表
現
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
「
自
然
に
対
す
る
五
分

時
」
の
よ
う
に
一
日
の
あ
る
瞬
間
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
よ
り
、
「
湘

南
雑
筆
」
で
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
む
し
ろ
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
季
節
の
推
移
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
薩
花

が
そ
の
点
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
多
彩

な
音
の
抽
出
も
今
回
は
目
立
つ
。
こ
の
こ
と
は
「
自
然
に
対
す
る
五

分
時
」
に
比
べ
、
よ
り
人
間
と
の
関
わ
り
を
描
い
た
結
果
必
然
的
に

出
て
き
た
も
の
だ
ろ
う
。
自
然
の
背
後
に
神
を
見
る
姿
勢
や
人
生
の

指
針
を
自
然
に
見
出
す
と
い
う
こ
と
も
相
変
わ
ら
ず
見
ら
れ
た
。

人
物
描
写
で
は
、
「
写
生
帳
」
の
よ
う
に
劇
的
な
人
生
や
人
間
同

士
の
葛
藤
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
人
間
が
自
然
と
戯
れ
た
り
、
自
然

に
恵
み
を
受
け
た
り
、
自
然
に
癒
や
さ
れ
た
り
、
ま
た
傲
慢
な
人
間

に
対
し
て
自
然
に
反
逆
さ
れ
諫
め
ら
れ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
描
写
さ

れ
て
い
る
。

⑤

r
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
コ
ロ
オ
の
評
伝
。
自
然
と
共
に
生
き
、
無
欲
で

高
潔
な
人
生
を
送
っ
た
コ
ロ
オ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
薩
花

の
考
え
る
人
間
の
理
想
の
あ
り
方
を
示
し
た
。

「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
で
コ
ロ
オ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た

か
と
い
う
と
、
以
下
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
た
。
「
唯
一
叢
の
林
、

然
れ
ど
も
朝
の
林
は
夕
の
林
」
で
は
な
い
変
化
す
る
自
然
に
常
に
注

意
を
払
い
、
自
然
を
愛
し
、
自
然
に
対
し
謙
虚
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

一
枚
の
絵
を
か
く
た
め
に
「
書
き
た
る
下
書
は
殆
ど
無
数
」
で
あ
っ

て
、
大
家
と
な
っ
て
も
日
々
研
鑽
を
怠
ら
ず
努
力
の
人
で
あ
っ
た
。

「
一
千
五
百
法
に
衣
食
し
、
爾
来
三
十
年
一
銭
の
多
き
も
貪
ら
ず
。

一
奄
も
負
債
を
」
つ
く
ら
ず
、
自
分
の
絵
が
ど
れ
ほ
ど
の
高
値
で
売

れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
頓
着
し
な
い
。
「
世
に
阿
」
ず
、
親
を
大

事
に
し
、
「
一
見
老
車
夫
の
如
く
」
飾
ら
な
い
人
柄
で
、
「
貧
窮
の
画

家
に
は
金
を
与
え
、
後
進
の
青
年
に
は
親
切
の
助
言
を
与
え
」
た
人
。

四
、
構
成
か
ら
見
る
作
品
の
意
図

荒
正
人
氏
が
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
と
「
灰
儘
」
が
『
自
然
と
人

生
』
に
含
ま
れ
た
こ
と
を
「
全
体
か
ら
み
て
、
異
質
」
で
あ
る
と
述

注
⑪

べ
た
よ
う
に
、
従
来
「
灰
儘
」
と
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
は
「
自
然

と
人
生
』
の
中
で
毛
色
の
異
な
っ
た
作
品
と
し
て
、
関
心
が
薄
か
っ

た
。
し
か
し
、
吉
田
正
信
氏
が
『
自
然
と
人
生
』
全
体
の
主
眼
は
、
「
自

然
描
写
と
い
う
よ
り
は
自
然
と
人
生
と
の
関
わ
り
方
」
に
あ
り
、
「
自

然
は
人
生
を
支
配
し
導
く
師
表
的
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
全
体
の
基
調
は
、
人
生
の
基
点
と
し
て
の
自
然
の
称
揚
で
あ

ろ
う
。
」
と
い
い
、
そ
の
点
か
ら
「
灰
燈
」
と
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
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は
「
「
異
質
的
』
で
な
く
、
均
整
が
と
れ
て
い
る
の
は
な
い
か
。
」
と

指
摘
し
て
い
る
が
、
首
肯
す
べ
き
意
見
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
二
編
が
他
の
編
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
配
置
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
な
る

と
、
そ
の
考
察
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

巻
頭
の
「
灰
儘
」
は
、
家
を
守
る
た
め
に
は
長
男
以
外
は
犠
牲
に

し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
家
父
長
的
家
族
主
義
が
大
義
名
分
と
し

て
通
用
す
る
見
方
に
対
し
、
そ
の
中
で
は
じ
き
出
さ
れ
る
人
々
の
運

命
の
過
酷
さ
に
、
激
し
い
怒
り
を
表
明
し
て
い
る
。

二
番
目
の
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
自

然
美
と
一
体
化
す
る
清
澄
な
精
神
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

「
灰
儘
」
に
み
ら
れ
る
人
間
の
冷
酷
さ
は
な
い
。
神
を
信
じ
、
自
然

と
共
に
生
き
る
精
神
が
描
か
れ
て
い
る
。

＝
一
番
目
の
「
写
生
帳
」
は
ほ
ぼ
人
事
で
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中

の
「
可
憐
児
」
「
海
運
橋
」
「
国
家
と
個
人
」
は
、
弱
者
を
犠
牲
に
し

て
も
自
分
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
無
慈
悲
な
人
間
や
、
貧

し
い
も
の
、
弱
い
者
を
無
視
す
る
金
権
や
国
家
と
い
っ
た
権
力
を
、

強
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
「
灰
儘
」
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

「
兄
弟
」
「
断
崖
」
な
ど
に
は
自
然
と
共
に
生
き
る
清
ら
か
さ
と
反
対

の
強
欲
や
恨
み
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」

で
自
然
と
共
に
生
き
る
清
ら
か
な
生
き
方
を
描
い
た
後
に
、
再
び
こ

の
よ
う
な
人
間
や
社
会
の
醜
悪
な
姿
を
挟
む
こ
と
で
、
読
者
に
反
省

を
迫
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
番
目
の
「
湘
南
雑
筆
」
は
、
自
然
と
人
間
が
一
体
化
し
融
合
し

な
が
ら
存
在
す
る
様
子
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
は
自
然
を
主
と
し
人
事
を
従
と
し
た
。
「
写

生
帳
」
は
人
事
を
主
と
し
て
自
然
を
従
と
し
た
。
「
湘
南
雑
筆
」
は

自
然
と
人
生
の
両
者
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
理
想
的
な
あ
り
方
を

描
こ
う
と
し
た
。
こ
の
点
か
ら
「
湘
南
雑
筆
」
を
「
自
然
に
対
す
る

五
分
時
」
「
写
生
帳
」
の
最
後
に
置
く
こ
と
で
、
自
然
を
綴
っ
た
一
―
―

部
作
の
ま
と
め
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。

五
番
目
の
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
は
、
蘊
花
が
理
想
と
す
る
あ
り

方
を
理
論
づ
け
し
た
文
章
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ
オ
に
託
し

て
描
い
た
無
欲
や
清
廉
、
人
に
対
す
る
愛
情
は
、
「
灰
儘
」
「
写
生
帳
」

で
描
い
た
人
間
の
冷
酷
さ
、
醜
悪
さ
な
ど
と
ま
っ
た
＜
逆
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
醜
い
部
分
と
対
照
さ
せ
て
、
人
間
の
あ
る
べ
き
理
想
的

な
姿
を
表
現
し
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
コ
ロ
オ
が
自
然
と
一
体

化
し
た
中
に
喜
び
を
見
出
す
境
地
は
、
「
湘
南
雑
筆
」
で
見
る
人
間

と
自
然
が
一
体
化
し
た
中
で
生
き
る
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
自
然
と
人
生
」
は
、
否
定
す
べ
き
人
間
の
あ
り
方
、
肯
定
す
べ

き
人
間
の
あ
り
方
、
自
然
の
美
し
さ
を
描
い
て
い
る
が
、
「
灰
儘
」

は
私
利
私
欲
や
家
の
た
め
に
家
族
も
犠
牲
に
す
る
冷
酷
な
人
間
に
対

し
、
最
後
に
家
が
灰
燈
と
な
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
人
々
を
否
定
し
、
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断
罪
を
下
し
て
い
る
。
薩
花
が
否
定
す
べ
き
人
間
の
あ
り
方
を
最
初

に
提
示
し
、
そ
れ
と
は
全
く
逆
の
肯
定
す
べ
き
あ
り
方
の
「
風
景
画

家
コ
ロ
オ
」
を
最
後
に
置
い
た
。
そ
こ
で
コ
ロ
オ
が
、
自
然
と
共
に

生
き
、
無
欲
で
高
潔
な
人
生
を
送
っ
た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
コ

ロ
オ
の
生
き
方
こ
そ
薩
花
の
理
想
と
す
る
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。こ

の
よ
う
に
「
自
然
と
人
生
』
は
、
自
然
の
美
し
さ
だ
け
を
描
い

た
の
で
は
な
い
。
自
然
と
人
生
を
並
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ

は
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
見
て
い
る
。
名
利
や
富
な
ど
よ
り
、

自
然
の
美
し
さ
に
関
心
を
持
ち
、
そ
う
い
う
自
然
と
共
に
、
無
欲
で

飾
ら
ず
優
し
さ
を
持
っ
て
生
き
る
姿
勢
を
薩
花
は
良
し
と
し
た
。
だ

か
ら
、
巻
頭
の
「
灰
儘
」
で
最
も
否
定
す
べ
き
人
間
の
あ
り
方
を
示
し
、

そ
の
後
、
自
然
の
美
し
さ
や
人
間
と
自
然
が
一
体
化
し
た
生
活
を
さ

ま
ざ
ま
に
描
き
、
最
後
に
そ
う
し
た
自
然
と
共
に
生
き
る
最
も
理
想

的
な
人
間
の
あ
り
方
を
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
で
示
し
た
。
つ
ま
り
、

「
灰
儘
」
も
「
風
景
画
家
コ
ロ
オ
」
も
「
自
然
と
人
生
』
の
中
に
お
い
て
、

ま
さ
に
あ
る
べ
き
箇
所
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

全
集
は
昭
和
二
＼
五
年
刊
行
の
新
潮
社
版
を
使
用
。

引
用
文
の
漢
字
は
、
新
漢
字
に
改
め
て
い
る
。

注①
拙
稿
「
『
自
然
と
人
生
』
の
構
成
に
つ
い
て
ー
「
灰
儘
」
を
中
心
に
—
」
(
「
成

験
國
文
」
第
ニ
―
一
号
昭
和
五
四
年
―
二
月
成
験
大
学
日
本
文
学
科
）

．
拙
稿
「
徳
冨
蘊
花
『
自
然
と
人
生
』
の
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」
に
つ
い
て
」

（
「
成
験
人
文
研
究
」
第
一
二
号
平
成
七
年
一
二
月
成
験
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
）

．
拙
稿
「
『
自
然
と
人
生
』
の
「
窮
生
帖
」
に
つ
い
て
」
（
「
成
験
人
文
研
究
」
第

四
号
平
成
八
年
三
月
成
挨
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

．
拙
稿
「
『
自
然
と
人
生
』
の
「
湘
南
雑
筆
」
に
つ
い
て
」
（
「
成
蹂
人
文
研
究
」

第
五
号
平
成
九
年
三
月
成
験
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

．
拙
稿
「
『
自
然
と
人
生
』
の
「
風
景
甕
家
コ
ロ
オ
」
に
つ
い
て
」
（
「
成
挨
人
文
研
究
」

第
六
号
平
成
一

0
年
三
月
成
験
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

．
拙
稿
「
『
自
然
と
人
生
』
の
「
灰
儘
」
に
つ
い
て
」
（
「
成
験
國
文
」
第
一
＝
二
号

平
成
―
一
年
三
月
成
検
大
学
日
本
文
学
科
）

②
-
―
作
と
も
『
青
濠
集
』
（
明
三
五
）
の
「
両
毛
の
秋
」
(
l
)
碓
氷

(
2
)
妙

義
に
収
録
。

③
『
薩
花
全
集
』
第
一
七
巻

④
『
日
本
風
景
論
』
（
明
―
一
七
）
は
地
理
学
者
で
あ
る
志
賀
重
昂
が
、
日
本
国
内

を
実
際
に
ま
わ
っ
て
観
察
し
た
結
果
を
、
地
理
学
上
の
見
地
か
ら
ま
と
め
た

も
の
。
小
島
烏
水
は
「
（
日
本
）
風
景
論
が
出
て
か
ら
、
従
来
の
近
江
八
景
式
や
、

日
本
一
二
景
式
の
如
き
、
古
典
的
風
景
美
は
一
蹴
さ
れ
た
観
が
あ
る
」
（
岩
波
文

庫
解
説
）
と
述
べ
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。

⑤
こ
の
頃
、
国
木
田
独
歩
は
佐
々
木
信
子
と
の
新
婚
生
活
（
明

ニ
八
•
一
―
.
―
-
、
結
婚
式
、
蘇
峰
が
媒
酌
人
）
を
柳
屋
で
お
く
っ
て
い
た
。

蔵
花
は
両
親
の
お
供
で
愛
子
と
と
も
に
宿
泊
し
て
い
た
（
明
二
九
・
正
月
）
。
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そ
の
後
、
薩
花
夫
妻
は
明
治
三

0
年
一
月
三
日
1
三
三
年
一

0
月
四
日
ま
で

心
機
一
転
、
赤
坂
氷
川
町
か
ら
逗
子
柳
屋
に
転
居
し
た
。
柳
屋
は
「
も
と
旅

籠
屋
を
し
て
居
た
頃
の
屋
号
な
さ
う
な
。
北
に
一
二
室
、
南
に
二
室
、
八
畳
が

ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ
家
づ
く
り
も
、
旅
籠
稼
業
の
昔
を
思
は
せ
る
。
今
は
主

人
は
専
ら
農
を
業
と
し
、
八
畳
五
室
の
母
屋
は
避
暑
避
寒
の
客
に
貸
し
て
、

家
族
は
母
屋
の
東
に
鍵
型
に
つ
ぎ
足
し
た
小
さ
な
板
葺
に
住
み
、
お
か
み
が

荒
物
屋
を
出
し
、
酒
、
酢
、
味
噌
、
醤
油
其
他
く
さ
ぐ
さ
売
つ
て
居
る
」
（
『
富
士
j

第
二
巻
第
一
章
(
-
)
）
。
「
富
士
』
で
は
柳
屋
を
「
あ
ら
め
屋
」
と
称
し
て
い
る
。

⑥
「
コ
ロ
オ
」
の
原
稿
は
、
刷
新
さ
れ
た
「
国
民
之
友
」
に
華
々
し
く
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
手
違
い
で
相
変
ら
ず
雑
録
欄
に
掲
載
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
董
花
は
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

と
「
富
士
j

第
二
巻
第
六
章
〈
五
〉
で
記
し
て
い
る
。

喜
の
柳
屋
の
こ
と
。

⑧
拙
稿
「
徳
冨
薩
花
「
不
如
蹄
」
」
（
「
成
験
人
文
研
究
」
第
八
号
平
成
―
二
年

三
月
成
験
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

⑨
「
董
花
徳
冨
健
次
郎
j

第
二
部
（
昭
和
四
七
年
九
月
二
七
日
筑
摩
書
房
）

二
三
ー
ニ
九
頁

⑩
董
花
の
実
姉
で
徳
冨
家
の
次
女
。
退
役
軍
人
山
川
清
房
氏
と
再
婚
し
、
広
安

村
安
永
在
住
。
『
富
士
』
の
「
安
永
の
お
時
姉
」
。
山
川
氏
は
未
完
に
終
わ
っ

た
「
河
島
大
尉
」
（
「
国
民
之
友
」
明
三

0
)
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑪
荒
正
人
「
作
家
と
作
品
徳
冨
董
花
」
（
「
日
本
文
学
全
集
六
j

昭
和
四
九
年

―
二
月
八
日
集
英
社
）

⑫
吉
田
正
信
「
「
自
然
と
人
生
」
ー
そ
の
構
成
と
思
想
性
ー
」
（
「
國
語
國
文
學
報
」

第
五
五
集
平
成
九
年
三
月
一
七
日
愛
知
教
育
大
学
）
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